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マグダレナのマリアと,で コボの母マリアニ,サ ロメと1島 イエススにtる た ・́
1■ 呑料を質

い,1,j早 くまだ,キI暗 い時分に出てて墓に同ヽ`ました。マググ財ナのマリアは,イl名 な改心´́イてら

つて,警1:母 マリアと共|二 十字架の下に立つて最後まて御主に従いましたG他の婦人辻 じ|1頃 から

御主と使徒達への本社に熱心てありました。仕|」 主
`」

墓に葬 られ,3 LI目 |こ なりますと,1本 回の安

息 |]が過ぎましたので,朝 71く 呑お|を 持つて御聾に向つたのてあります。1ヒσ,婦人達の心はもつ

ばら御主に対する愛に満たされ;愛の奉仕をとこまて も続けるのてありましたc御菓の内部 |ま 室

のようになつてお り,各 |りでを見ることが出来るのであ りましたか,ユ デア人は基のノ、11に大 きな

石を置いて閉ざし,1」 111]を していたのであ {,ま すから,此の石をどうして取 り除こうかと心配 し

ていました。御票に行つて見ますと,石は既に取 りはずされ,御主の御体は見当らす,「汝等は

死者の中に生者を探すのか,此処には在さ■t宣 つた通 り復 ,舌 し給 うた」と教える天使を見まし

た。婦人達は早速使徒辻に知らせに行 きましたが,マ ググレナのマリアは一人居残つて泣いてお

りました。御主を見なヽヽことには決 して慰められぬこの聖女に,復活された御主は最初に出現 し

給 うたのであります。やがて、戻つて来た婦人達にも出現 して下さヽヽました。何んと幸福て しよ

うll 御主は愛を以つて却.llい て下さいました。

私連 も,私達の罪を贖 うために十字架の上に殺 され,葬 られ,復活 し給 うた御主が,愛に満ち

た全能の天主で在すことを堅 く信 じ,此の陛では自分の罪を泣 き,苦 しみを献げ、主の教会のた

めに奉仕 し,やがて,水遠の生命に至つて光栄の御主を見 iヽ り,御主の限 りなき稚|1寵愛を蒙 り,

終 りなき幸福を受けますようにつとめましよう。
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松山地区カトリツク看護研究会て松山精

神病院勤務のカミロ田中猛彦先生は大要

次のお話を私逹看護婦にされました。

先生は冒頭に「新しい人間関係はどうな

ければならなヽヽかと云う事を考える事が

必要ではないでしようか。そして其処か

ら得られる結論が必然的に精神科看護に

於て必要な何物かが見出せるのではない

か_|と いう話がありました。それは私達

は誰でもキリスト教的愛を持つて忠者に

尽したいと思つて居り,此のキリス ト教

的愛と新しい人間関係と|ま どんな関係に

あるのか見きわめる必要があると思うの

ですc

で11キ リス ト教的愛をもつて忠者|こ 接す

るとはとうヽ う`事か考えてみましようc

キリスト教的愛としては所謂 ]Fl′性的 愛

(指示的)と 受容的愛 (ど んな形のもの

でも息者の在るが備の姿を心に受け入れ

よっとする愛)と 理解されざるも相手を

受して行こっとする愛,」tの三つの形の

愛か先ず考えられます。

此の第 1の理性的愛と云うのはどんな形

のものてしようか。それを精神科看護の

立場から考えますと,相手の考ぇ方,女t

持ぅ希望、悩み, といつたもの |■ 対 し

て,'台療に当つて、ヽる医師と共に,貴方

達 |ま貴方達なり|■ ,正 しいと思うた方「 ]

に,患者の気持を指示し,元気つ:|,環

極的に導いて行く事に於て見られるらイ

けないて しようか。そして此の点
´,我

我11比較1的 に心を配 り注意してヽヽる事だ

と思いますc併 し2番 目の受容的愛li就
・ヽて|■ ,比較的これを忘れ易ヽ`らでliな

ヽヽてしようか.そ れては此グ〕受容的愛 二

十
=と

んな愛なのイしようから例え
`よ

多の

原形ほ神父様方の 11常 生活|■ 接して、`ま

■
~と

,此の形の受て人々に接して,ヽ っれ

るなと,思われることが良 く有る`L思
い

ます。人がくどくどと訴えているのを辛

棒強 く聞いて居られますcそ して此の形

の愛に接している中に私達は知らず知ら

ずの中に神に近づく機会に恵まれたので

はないかと考える事が出来る と思 ヽヽ ま

すっ兎に角話し合つて居る相手の心を,

几てを受け入れ,理解して行 く,相手或

は患者の思う事を思いぅ考える事を考え

る。相手を受容 して行 く事それは大変患

者にとつて心強い安すらぎを与ぇます。

此の様な心の安すらぎを得る事が出来て

こそ,始めて人々にIま 自分の心の問題或

は色々の問題を解′ユそし′行 く力が自然に

甦えつて来ると思います。勿論ここて凡

ゆる問題を解決し得る訳には行きません

が, しかしょヒ′〕様に自己が本当に受容さ

オ1る 事|二 よつて,心の問題,心の弱点,

或|ま 欠陥力作々に補われて行 くのではな
いてし |―〕か_併 し実際に我々自信が受

容された子験を持つてみなければ,誤解
の生じる怖′1が 多分にありますが,一応

字句的|]~t相手の気持なり感情なりに

就いてそれを受容 して行 く事が大切な事
である事に共感しなければならないと思
います=′

`‐

|して il々 の看護の中に於い

ても■■■を精神に波み′入ィ■て i我 きた

第30■ 1■ されない時 も愛する愛,此れ

tカ ト |ツ ググ,lt界 に於ても諸処に見ら
′lろ 愛て ,■ うこ誰にも理解されなくて

もこつ二つと愛徳を11当 み重ねて行 く,此
の様な事 `〔聖人といわれる人ばかり́ な
く:良 1見受 |十 られる事と思 ヽ` ます。

嵯脅街のマリアこ云う名前で一般の人々

に t矢

「

′́tiュ ′故北原玲子さんも此の形
の愛 :二 行 _l● ア|た方だと云う事はカトリ
ツクタ■:',~|と も誰でも分る事 て しよ

っc併 レこう任クレ愛クラことを知つてヽヽろ

だけて■■ .●■:、 う イあつて,行動的水

準に於て知つてヽヽなければならないでし

ようcそ してこの三つの形の愛のある事

を改めて自覚する必要がある と思い ま

す。

医学的身体的看護技術の習得 |よ 勿 論

充分に研究されていなければなりません

が,以 ヒの話の内容からカ トリツク的看

護精神の骨子となるものが幾分か理解し

て頂ける
`L思

う。この基礎的看護精神の

上に立つて,一歩患者の方に心
`´

向|ザ る

ならば患者というものは一体とえな人な

のかと云 う考え方も次第に変わつて行 く

ものて|=な ヽヽでしようか。

我々人間は毎日毎日新しヽ 問ヽ題に直面

し,何んとか解決しなから生活している

のか即ち我 の々生活とヽ えヽるか ti矢 ||

せんc此 の問題に突き当つてヽヽる人1_^
て次のような区別が111米 ましよ―・c一つ

は何んとか解決しながら行
´́‐

〔ヽ るヽ人ぅ

或は解決し得ないて破綻を来たした人 ]

或はそのために心の平衝を失 ,́'二 人)円
違つたチl″ 決をしている人とヽ ヽ́,た 具合に

です。精神科に関係していろ私達として

は,以 上の形が, 神経症の人員it各種精

神病み 精神病質者,精神注弱 |'の人々

の中に見る」|が てきます。殊に■ r中病の

中て最も強 ・ヽ精神分裂広にし
~〔

t,111近

此の病気に対しても生物学的発生機転に

よるもの11か |,て なく,形成された人格

の中に何等かの弱点或は欠陥を|::´]て ヽヽ

る人か事に当つて解決し得た`ヽヽ―〔破綻を

来たし,心の平衝を失い,発病―
i｀ るもの

も可な |,あ ると考えられるよ-11[な つて

来ましたcそ れ故患者に接十ろに,心の

平衝を保つのに失敗した人の心 |二 接すが

女11を 考えてことに当らなけれほ■ゴ,な ヽヽ

と思いますc

勿論此の事も身体的療法を施し乍リー‐

方精

`||1運

動′D興奮が静まり何
′

=す
の形で

多少とも精神的に疎通性か恢復してから

の事てあるが,此の事を念頭1■ 置.ヽ
 ́‐

して行かな|ナ ればならなヽヽの
~■

||■ 1ヽ

と。

精 神 科 看 護 に 関 連 して ◇ ◇ ◇

訂
坂

０
∠

改
第 看 護 必 携

編集 摯ルカ病院 目野原重 |1月

主要内容 基礎看護法・薬物学 。細

1デiら分類 。内科夕tの理解と看護・

食餌r法・麻1斗 の 111識 と各手i]前後

′)看護・吉児)小児の疾忠 。産婦人

科′′理解
`看

護 。性病 。皮膚の病気
,耳 押「

|ザ ||1任 科 。救急処置 。臨床検奄

の手引

看護必携を推奨する   聖ルカ病院長 橋 本 克 債
1亡 しい看護の業務に従事する際に看護業務に |「1接 llキ:接関
係ある知識についての疑念か生 して,一 寸迷 うことが度
度ある。手近かに辞占のよりに,そ の疑間をル1`い て呉れ
る本かあれば良ヽ`なと思う。
このような誰に もある要求を:1崎 すために,石 護必札かつ

くられた。これは図 il:室に備ぇる本ではないc ilril:Iス テ
ーンヨン|こ にヽ`て辞占のよう11111い るスゞてあイぅ。イーf処に
て も:;:え て行 き,_又 仕事場 :二 !ま これを':'lr備 すること:こ よ
つて,看護婦は賢い人とtて iliし い仕事を能率的li実行
することがで きる。

東京。支京・本舞6-m振替東京986% 医学書院 干」

新 書 判
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次に最近行われている精神療法につい

て,指示的行き方を取つているもの,精
神分析的に行 くもの,非指示的に行 くも

のと色々ありますが,そ の基本的なもの

こ少し承,|十 1,1'ま した,憲者|こ 接
―

「
ろ

関係上これ itを 具体的11伺 tヽ度 ,ヽ L思 、ヽ

Iし たん:」寺||」 力
'.:ま

した,・,~で話 ]"tク■
~´

終り
=|二

じ

のは1905年前後と記されている様にプロ

テスタントでしたが,彼の心の裡に目覚

めた真理 の 内面的 な認識と,現実的な

「現存」の発見,「存在」に対する無限の

憧憬は深刻な信仰への苦悶となつて長い

苦闘の後,そ の後ボウル・ クロウデルの

愛と共智と忍耐とによる導きを得て遂に

回信|こ 至つたのですが,心情と理性との

石藤を経てカ トリツクの信仰に到達出来

たのは,常に真実を望んで止まない彼の

自然で清純な魂の生命力に富んだ働きに

よるものであると思います。神は常に心

の深いものに豊かな恩籠をお与ぇになる

はずてありますから。

「お 神ゝ様 ,

とうか私が出来るだけ単純な生活を

続ける様になさつで下さいc」

私達はその詩の到る処でこの様な折 り|こ

も似た町1び を見る事が出来ますc

ジヤムか愛と友情とを持つて勧告し願
つていたアンドレ・ ジイドの回信li遂に

得られなかつたのですが,ジ イドは彼の

詩に対して,

「  ̈ もはや欠点 も長所もないのだ。褒
めようと思えば何も彼も褒めな|す ればな

りな｀`  ・ジヤムが好きになると彼一人

が詩人のように思ゎれる.」 と述べてい

ます。

確かに自然に対する詩感や神に対する

信念1ま 卒直に単純に表現されてヽヽて多 く
の感動を受け誰てもがジヤムの詩を好き
になるに違いなヽ`と思っので,。

私1ま なりたヽヽ 私 |ユ なりたい

そっつと静かに 自分の悲 しみを

樹木が果実を落すよつ|こ

晩薦を捧ける森のように日分の悲しみ

をさっつと落す人になりた、ヽc

「私 |ユ 思,c真実li神 |こ 対τ
~る

●:徳であ

るこcそ うしてわれ等の詩品が純 1青であ

るがため|こ は,ネ,れ 等は真実を証歌せね

1ま なり語 Lc_|
~オ

ルテスの |コ 鳥」と云れれたジイムの

詩を回ずさみながら彼の言葉を以つて

この稿を結ひたヽ`と思いま
―
た

詩 と 信 仰

聖 テ レチア七里ケ浜療養所 綿 貫 信 子

――フランシス・ジヤムの詩をi士 みて 一 夕
1中 様

あなた|=私 な人界に呼び出しなされた

それて私 |ま 参 りました
|:苦

しみ,私 |■ 愛 します

′ソ「たが下さつた占で私11語 りました

あ′,:た か私の父 こ母にお教′|こ なり

両親か私に伝えた文字て私II;|き ました

私II私の道を行
=王

す

子供達 |=冷 笑 されながら

頭を下げて通る重荷を背負つたロパの様

に′―なたの御都合のよヽヽ時 ,

私|'あ なたのみ心′Dま ま′〕処へ参 り■す

これはフランンス・ ジヤムの「 |り ]|り の

∫tか ら暮の鐘:ま て,と ヽヽ ‐′詩集のフロロ

ーグなのですが,彼の詩に |二 すべて神に

対十る従 |1瞬 と深い信

`11と

十二よつて得た確

1言 L単純 さが濡れていて,例え充分 |こ 詩

を|」 解する1鑑 真力を持 ち合せてヽヽな 、ニ

も,そ の子供つ汀 く素朴て即興的な詩風
の 1111こ 真実

´
高雅な趣こと親 しみ易ヽ`「]

然愛とを感 じ,新鮮て清澄な響
=|ま

直 =
に私達の心に強 く迫つて くるものを備ぇ

ているのです。

詩には文学的謀律法とか詩形 とかその

言語学 |′ 1勺 乃至li美的な価値 を論ずる事 七
iよ 別111音楽的な要素を多分に持つて lう

|:l,と ちりかとい うこ直観的なものとし

て人の心に訴ぇるものがあるのでばない

と思■のです c

第九シンフオニイ Lか フオーレの ミサ

||||の ような天 上的な作品にふれると,体

大 こして神聖な歓喜に満 され,純粋な悦

楽といつた様なものを味つてヽ`る様に覚

えるもの´すがジヤムの詩にも何かそう

いつた心を浄める水の流れの様なさわや

かさか感じっれるのですc

ツ間lf」::11論的理智に因り,道徳は実践

的意志.1基
=,芸

術は直観と感情とによ
るL云 われ:これ等学術,道徳,芸術の

絶対的統一か宗教てあつて決して知識と
か感情 しか意志とかの一方面にのみ偏 じ

ないわけなのですが)宗教は一面実践的

活動てJ,ろ
`同

時に他面には多分に瞑想

的な直観的な性質をもつてヽ`るのです。

芸術家,パ 11然 の美を称える芸術的態度
|■ i教 |′lt態曖|二 似ているものであり,之
:二 li´´.`こ こか容易であると云います。
芸術.=オ教i代つて救霊の任を全 )す る

力
=´

二 .― ■どと,宗教的生活を豊富に

し・ :::を 京教的 |こ 感化
―

「
る力を持つてい

●,F戸・ :二 ′・■・
´
〔し ,「 つかO

ジカ■ら許が彼の芸術的経験と宗教的

経験 ニイ決 _~同一て なヽ` の |こ 抱わら
す.jご 3信「1三 深い処で共通の根低を持
つ´

f｀
:二 f́● ■:二 於て「]じ 心持を:示 し

て

「

ろ

「
=.メその宗教的信仰が確立し

て,~比 ら世う智菅11神の前には愚なる」
こ

`三
1́1■ し■真共子の現わィ111よ るも

,「うこ.E,―′_ ~1-「 〔

ジンニ (1868年、フランス/「 北部ビ

レスーカ/」 イヽ
`ツ

ールスー11生 まれ■オヽ まヽ
¬~。

力 l｀ 1シ スム｀ヽグルt今 ′・1彼 帰を見た

写

角撃嚢看 護 技 術 l碑一 : 手 術 器 械 の 準 備
写真で見 る

各科手術別

本書|1看護学院|]![任の教員として教鞭をしろ||[::7"先
′L方か自ら―riひ ,石「F究 し工夫された看護クノ技術十二関する解
説を,|:口 で視るこし|■ _|つ て覚ぇる方法をとつて編 :」 /t`
″lた もので, 細かく11'=Lと いた基本的

「
護技術のユヽヽ書

て, 此分種の出板物として|」 最も新しく優秀なものこ」、、ヽ

■り
~。

 I:上 もズ働く看護婦の方々もこの技術を写真を通し
~IIIオ

〔視ろニニ1l Iり ■́1'ぇ , 更に次1二 111:1分 達の Fl■ 1

つイやるここ|二 〔つて確実に自分′)と の1こ して下
`ろ

こと
な希里しま

―
「

c(本書厚
′L●看護参事:1与

´
金子光序ズ に1')

A5判 4"頁 写真70電 y鰤0 医学書院

|‖ 上彙 ,iド 第 一病院中央手雨:事:縞

外科,幣形外科,姉人1'|、 ■尿器科,「 1艮利, 耳 )革刊十二丁う
|,る 様々な手術に際し, 看護婦の準備すべき手術器械うセ

ツトを鮮明な写真によつて図示c手術場の看護婦|こ こ■
'て

長 t必要′,1そ し
~難

し、ヽ手術器械の準備を経験の渋ヽヽ人に

も.器械の名前 t覚ぇて、ヽ
=ヽ

学ヽ生|こ t出来る■‐1:=し た

生きた教科書c

―E5半|1郡 ID頁 写真地6改訂第 2版 g7卸 医学書院



支 部 だ よ り

大阪支部便 り

昨年最後の姫路集会並びに本年 1月 の神

戸集会,姫路集会の報告をさせて、ヽただ
きますc

姫路グルーフ

12月 3ョL第 4回集会を午後 1三千より
ランソン神父様御持導のもと|こ 開催 .

lil席者 修道女 8名 看護婦10名

例に依り聖書研究,キ リス トの 光 |二

(マ テオ1章 1節～25iぼ )

結婚の目的 天主の御授理なとについ

て1会 討 ス読書の感想 (前 月廻読 した
tの 中ヽより)発表 浜ヽの谷・教養 。

人格等の紹介を行4'`耳lc

姫路集会の雰囲気:こ t一歩一歩|:t進 の傾
向1み せて■ 1'ま すc現在の出席者二み
なてリア病1琉 内勤あ者のみて,か 次[li
他所の方 |々■ 1出席 じ

イヽヽ■だくよ ‐́′中
父様を通して当集会を紹介下

`る
よ―,ス

少し
~〔

■多く
'3会

員|」千びか,|て,こ :L′し
計画 i立て開舎[

騨 年

神戸グルーフ集会

1月 25「l午後 1時 ::1,

出席者 看護婦10名 “未熟児、1虻 、ヽてア

'1今度入院中|二就
=助

→三婦を中しヽ.11[■ な
看え11こ |:ζ 子■々 許」議致 しまし,Ic=!=続
き1時3)分,修道女 3名  キ ||シ エル●I

父様|二 も御 i」 1常頂
=御

公現(二 itいて,検
浜グルーフより頂いたIZ料 1■ より会′レ進
行を11か りましたかや■り最後|1神父様
が中心.こ なり聖書だFぇ を終 |;|ま したc出
席者よりの発言t格別夕 |,ま せ たて し

姫路グループ集会      ・

1月 14日  午後 1時 より

出席者 指導司祭 修道女 6名 共の他

会員11名 .

聖書研究 マテォ第 2草 1.～ 12.支部よ

りのプリント参照 私達は博士を導いた

星にならなければなりぬ事,そ のために

努力が必要であること等神父様より訓示

を受けたc研究課題,未信者を教会に導
く方法,(特に入院息者を対象として)

患者さん達のためによく祈ること,恵
者さん達に教会の意味をよく説明するこ

と,以上のことを行うためには会員各 |」

が充分に教会の意味を∬解すること又地

方の教会の所在地及びil祭′)名 :lI■ .ケ||る

必要あり,退院息者ある時ほ.そ の感者

住居を知り,所属教会百」祭に紹介状を持
参させるこか,直接教ri連絡紹介すイ́

等を検言寸し1月 中:二 実行するこ二li地 な
の教会訪問,こ 決定こ

毎月の例会をよ|,以 上有せ義 |二 致した
ヽ`ため支部よリイFI:=嘘 も,|:1111か せ 下 f

参考のため他所′;′ グルーフ見・:′

〔tさ せ
て頂

`た
く思ヽ`ますの

~1,」
:Iγ :グ ルーフ

の集会「|を おケ11ら せ下で、ヽ。

以上簡単なから一応報 ||「 致 しFIす 〔

大阪支部指導千1祭ヘンケレシIII:父 ||,1:1

只今御病気11て

`1:静

養■|,―〔居
=丁 _

、`■・れ近¬ 二十導 |」 祭か′,か れ サヽ|二 なそ

予定
~〔

こきヽ`ま
―

「
か 二た彿後任γ

'万
li確

|■致 :´

´
居
=せ

た。

(1959.1.31,|:d)

横浜地 区 グルーア饉 |,

各復活祭 t過 ゴてすつかり春になり,

身も心もなこなス
:々

しぃ季節:二 なりまし
た。 3月 2)i」 横浜」1手教会に布教聖省長
官代行・ アカジアニアン枢機郷をお仰ぇ
し
″, JCNA横 浜支部かり井深支部長

他 4名 の会員かを1迎 会|二 参加致 しま し
た。大任ある長途

「
御旅行十二もか わヽり

ず,非常に御元気な御様子
`慈

愛深い温

容に接して,大変感激致し責任のおあり
になる御苦労

=:'い
枢機択|;の 上に天主様の

御思すが豊かであります様祈りつつ祝語

を頂いて散会致しましたcで イ私 共 で

は 2月 15日 松本師御指導のもとに支吉|」 役

員会を開催

① 5月 2,3,4日 鎌倉「黙想′し家」に■

て横浜教区 JCNA黙 想会開催

'|リ

ーダー。グルーアの結成.実際`tt

な問題と信仰を結びつけるためσ,積極的
な研死,1指導を行 うcニ グノ為小冊」rリ ー

ダー発行_イ|IIlil,横 浜地区・lilヨ ゼフ″i

院,聖 テレジア療養所,東価病院:[結■て

■れ リーダーの会合11月 21■ 1

1,編彙部,独立

il横浜教区1■ j,「 反 する IJcIヽ ■´_:

,1」 静れ調作_を ネクルーフ
~〔

`:、

,`ス |'11」

讐:“所´ヽのキlr:こ

●′33年腹ク,_費社人促,11,、三:]‐ ●

2月 2711編業部集会か′.´
~fコ「

:::
~二 ‐lt.1卜 _を 4:ili十 二li11 1.lt ‐11:|― lヵ lil:l ii':

;」
‐

L_t´
~〔
イごイ,:り

~る
!」111)人 Jせ _11,t,■ ■―二

|´

~〔
11:,1`'i′ 1,見 十士||li:, 11´ ,t` fl='11

1イ 1帯
′
,_こ クソニ

~り

ろt′ 1́,|■ 1~11:`′ Ⅲit

ti′「|:ャ重1:メ 1´ くァヽ`二努九致 .´ fl:!」

医 学 看 護 学 用 語 辞 典  日・独・英

大塚,耽 i西 井 キ|「 デit

>本書に於いて|■ 1用語の発音を示 す方法 と し

て,初学者σ,便利の為に,用語にふりがなをつ||

た.外 |」 語の発音をかなて表現するここは、元禾

が無111暉 あり,正確な事は川しイ早ないか,学習者

li,之 をもことして正しくは先輩,医師の御教示

を仰 (_よ うにお願い したい
.

>ド イツ語の変母音 (aёむ)|ま 表」llす る方法かない

のでやむを得ず工,ェ ーと記 す.

>本文に於いて|ょ「1本語,英語, ドイツ語の順に

記 し,英語の次に ;を打ち ドイツ語との別 を示

した.

本書は電護婦学生諸君の.各科の学習のヨ|」 読

本として・ 又各科に勤務する電護婦諸片かす

くに役立つようにABC順 による辞書の形式を

とらず,その使用目的に従つて証載 した .
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